
 

 

 

 

新入生を迎える「歓迎の言葉」〔福原中学校〕 

 前回に引き続き、中学校の生徒会長による「歓迎の言葉」を紹介します。 

今回は、福原中学校生徒会長、笹原小
こ

春
はる

さんの「歓迎の言葉」です。 

福原中学校生徒会長：笹原小春さん 

暖かな春の日差しや、鳥の声に春の訪れを感じる（略）佳き日に、（略）新たな

扉を開いた新入生の皆さん、保護者の皆様、ご入学おめでとうございます。（略） 

 少し大きな、真新しい制服に身を包んだ皆さんの心の中には、（略）期待に胸を

膨らませながらも、これから始まる新たな生活に、不安を感じている人もいること

でしょう。私自身（略）入学当初は、中学校と小学校の違いに慣れず、上手くやっ

ていけるだろうか、と不安になることも多くありました。そんな時、先生方や先輩

方が温かな言葉をかけてくださりその言葉に安心し、だんだんと中学校生活に慣れていくことができ

ました。同じ思いを経験した私たちだからこそ、きっと皆さんの力になれると思います。分からないこ

とがある時や、不安を感じて立ち止まってしまいそうな時には、遠慮なく私たちを頼ってください。必

ず皆さんの助けになることをお約束します。 

 さて、私から、福原中学校の魅力をいくつか紹介します。 

 一つ目は、行事です。福原中学校は全校生徒 49 名の小さな学校です。そのため、全校生のつながり

が強く、運動会や文化祭、生徒会主催で行われる絆レクなど、学年を超えて行う行事が多くあります。

また、地域の方を講師に迎え行う、文化体験講座や福原コンサートなど、地域の方とのつながりも強い

のが魅力です。 

 二つ目は、勉強です。中学生になると小学校と違い、教科ごとに違う先生が教えてくれます。学習内

容は小学校より難しくなりますが、専門の先生が手厚く教えてくれるので安心してください。他にも、

テスト前には、学年を超えての教え合い活動も行っています。分からない所を積極的に聞いて、理解を

深めていきましょう。 

 三つ目は、部活動です。どの部も毎年多くの入賞者を輩出しています。目標達成のため、自分の弱さ

と向き合い、時にはお互いに励まし合いながら、活動しています。今年から部活動は任意加入になりま

す。休日の学校での活動は無くなりますが、その分自分の興味のあることにチャレンジする機会が増

えます。皆さんもぜひ、多くのことにチャレンジしてみてください。 

 また、中学校では、生徒会が中心となり多くの活動を行います。今年度も新たなスローガンを掲げ、

活動を行っていく予定です。（略）今年一年一緒に頑張っていきましょう。 

 最後に、歌手の「のぶさん」が歌う「たのしみなさい。」の歌詞を引用し、この言葉を贈ります。 

「何より自分を信じましょう。人の努力を知りましょう。人の痛みを知りましょう。 

 困難を 挫折を 楽しみましょう。人生の全てを楽しみましょう。最後の最後に咲かせましょう」 

 この歌にあるように、一人一人の努力を認め合いましょう。挑戦には、困難や挫折はつきものです。

しかし、挑戦することを怖がらず、楽しみながら乗り越え、何度でも挑戦しましょう。いつか、その努

力は花開きます。 皆さんの中学校生活が、充実し思いやりにあふれ、彩り豊かな三年間になることを

願い歓迎の言葉といたします。 

 「自分を信じる」「努力を知る」「痛みを知る」「苦しいことも含めて人生を楽しむ」といった

経験が、人生を豊かなものにすることを教えていただ

きました。小春さん、ありがとうございました。 
【担当】尾花沢市教育委員会こども教育課 
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